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参加者の声

どんな機能が必要？

「やりたいこと・やってほしいことを
　　　　　　実現するために必要な施設機能」

日常と非日常の場に！
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新しい文化施設が広く市民交流の場になることを、
多くの参加者の共通の願いであることが明確になったよう
に感じました。

各チームも発表スタイルがオモシロかったり、上手になっ
てきていて聞いていて楽しかった。

施設内容についてじっくり皆さんと話しあえて充実した時
間を過ごせました。有難うございました。

たくさんの意見が聞けて楽しかったです。
若者のスペースが今よりももっと増えたらと思います。

　令和６年６月８日（土）、新たな文化複合施設を考える市民ワーク
ショップの第3回が開催されました。今回のテーマは、「やりたいこと・
やってほしいことを実現するために必要な施設機能」です。
　これまで「こんな施設になったらいいなあ」といった、おおまかな
イメージを共有してきましたが、今回は「そのためにはどんな部屋や
スペースが必要か？」「どういう設備があったら使いやすい？」など、
ハードの視点でより具体的な内容を考えました。
　ワークショップの冒頭では、ファシリテーターより国内の先進事例
を写真とともに紹介し、皆さんと施設イメージを共有しました。他施
設の良いポイントはどんどん吸収したいけど…やっぱり青梅ならでは
の、青梅にしかできない拠点をつくりたい！参加者の皆さんからはそ
んな熱い想いが伝わってきました。
　今回はどのような意見・アイデアが出てきたのでしょうか…？

　参加人数は31名。発表タイムでの決めポーズ撮影会が恒例になっ
てきましたね（笑）最終回までレパートリーを増やしていきましょう！
　さて、今回も模造紙いっぱいに沢山の意見を出していただきました。
全グループ共通して多かったのは、「カフェ・飲食機能」「子どもの遊
び場」「学習スペース」「音楽スタジオ」などです。文化活動をしてい
る人もそうでない人もいろいろな目的で利用できることが重要視され
ていました。
　ホールについては、「音響設備に配慮したホール」「ゆったりとした
座席」「青梅の特色を活かした施設」といった意見が挙げられていま
した。日常的な活動の場であると同時に、青梅市民にとってのハレの
場としての機能を持つことも大切ですよね。大型児童センターとの複
合化を活かし、青梅に暮らす子どもが文化芸術を身近に感じられるよ
うな場所をつくっていきたいと思います！



参加者の意見一挙大公開！ レイアウトの都合上、皆様からのご意見を
一部抜粋しています。ご了承ください。


